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概要: 近年60GHz帯を用いた超高速近距離無線通信システムの研究開発が盛んに行われている。60GHz

帯では寄生容量の影響からトランジスタの最大有能電力利得が下がり、トランジスタ本来の性能を
発揮することが出来ない。そこで本発表ではクロスカップルさせたキャパシタ [1] を用いてゲート-

ドレイン間の寄生容量CGDを打ち消す構成について検討した。また検討の結果を用いて電力増幅器
を設計し、電力利得 22.1 dBの性能を達成した。
検討: クロスカップルキャパシタは差動構成の電力増幅器のゲートとドレインに互い違いになるよう
にキャパシタを配した構成の回路である。クロスカップルキャパシタを用いると、用いない場合に
比べて最大有能電力利得が 5dBほど改善した。またフィードバックが小さくなるため安定係数にお
いても大きな改善が見られた。
結果: 図に設計した電力増幅器の電力利得の測定結果を示す。60GHzにおいて差動利得 22.1 dB、同
相利得 11.2 dBを確認した。
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